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白村江

古代日本の半島支配の終焉となった白村江の戦い。
当時の国際関係はいかなるものだったのか。

●朝鮮半島に新羅・高句麗・百済・任那という諸国
が群雄割拠していた時代。
古代日本・倭国もまた朝鮮半島と密接にかかわっ

ていた。倭国の植民地ともいえる任那、そして友好
関係にあったといわれる百済とはもちろん、新羅や
高句麗とも対等に、いやむしろ倭国のほうが上位と
もいえる国際関係を堂々と築いていたのだ。
隋や唐という大国とも密接にかかわる朝鮮半島は

どのような状況だったのか。倭国の立場はどうだっ
たのか。そして古代日本の半島支配の終焉となった
白村江の戦いはどのようなものだったのか。
朝鮮半島を舞台とした当時の国際関係の実際を

解き明かす意欲的な一冊。
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